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(論文題 目)

Long-term outcome of angioplasty or stent placement for stenosis of the cavernous 

or petrous portion of the internal carotid artery 

(内頚動脈の海綿静脈洞部または錐体部の狭窄に対する、血管形成術もしくはステン

ト留置術の長期成績)

(論文審査結果の要旨)

上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術水準に

っき慎重かつ公正に検討し、以下のような審査結果を得た。

1. 研究の背景と目的

頭蓋内動脈の動脈硬化性狭窄は脳梗塞の原因となる。抗血小板剤が有効で、あるが、無

効例も存在する。1980年代よりこれらの病変に対して経皮的血管形成術や血管内

ステント留置術を施行されるようになってきたが、内頚動脈はサイ フォン部に大きな

屈曲が存在し、デノ〈イスがこの部分を超えることが困難であった。しかし内頚動脈の

海綿静脈洞部と錐体部はこの屈曲の手前にあり 、アクセスも容易である。しかしこの

部分の効果と長期予後の詳細は明らかになっていない。今回申請者は、その安全性と

再狭窄率、長期成績について retorospectiveに検討した。

2. 研究内容



対象は 2000年4月から 2009年 3月までで、琉球大学脳神経外科にて海綿静

脈洞部と錐体部の狭窄に対して血管内治療を行った 54例。男性43例、女性 11例

で、年齢は51歳から 78歳 (平均66. 8歳) であった。海綿静脈j同部が13例、

錐体部が 41例であった。 22例が症候性であった。全例局所麻酔下に大腿動脈より

治療を行った。術中へパリンを使用。フォローアップは 3'"'-'80か月で、平均 29.

9か月であった。 54例中13例が経皮的血管形成術、41例が血管内ステント留置

術を施行した。Permanentcomplicationは2例、Transitcomplicationは5例であ

った。周術期の morbidityrateは 13% (7例/54例)であった。再狭窄は4例 (1 

2， 96%)で認め、いずれも無症状であった。フォローアップ中 5例の死亡を確認

したが、いずれも治療と無関係と考えられた。

3. 研究成果と意義

本研究は頭蓋内動脈の狭窄病変に対する血管内治療が、特に外科的アプローチの難し

い海綿静脈洞部と錐体部の治療に対して有効性を示した。頭蓋内動脈の血管内治療は

まだまだ知見が乏 しく、日々新たなテ、パイ スや手技の革新によりその安全性、有効性

が改善している分野である。本研究は、海綿静脈洞部と錐体部の血管内治療が脳梗塞

の予防に十分寄与する可能性を示した点で、学術的意義は高いものと思われる。

以上により、本論文は学位授与に十分値すると判断した。
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